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研究成果の概要（和文）：日本の大学で英語教員養成課程を履修する学部生2名を対象に，英語教師になることに付随
する不安・懸念の実体・実態並びに教育実習体験との関連性（実習における不安・懸念の形成・変容プロセス）を調査
した。被験者個別のデータ分析と被験者間のデータ比較を基に，主な懸念材料は大きく３つに分類できる。「授業実践
の方法」，「英語教師の英語力」，「他者の視線」である。それぞれの下位に，「職業的同一性」や「自己効力感」等
の因子が存在する。教育実習を経て解消されなかった不安，「教師になる」意思を後押しする不安，教師としての適性
を疑問視するきっかけとなりうる不安等を特定し，様々な不安の形成・変容プロセスを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This qualitative case study investigated anxiety-related factors affecting 
preservice teachers to become English teachers in Japan. The participants were two undergraduate students 
enrolled in a university-based EFL teacher education program. This study was conducted in such a way that 
the term of investigation covered the participants' teaching practica so as to uncover the development 
and/or the transformation processes of anxiety during the practica. Single-case analysis and across-case 
analysis indicate that there are three meta-themes: Teaching Methodology, English Language Proficiency, 
and The Eyes of Other People. Each meta-theme contains such themes as professional identity and teacher 
self-efficacy. This study revealed that there were both facilitative and debilitative anxieties, various 
causes of anxieties, and the development/transformation processes of anxiety relating to the experience 
of teaching practica.

研究分野： 英語教授法・応用言語学

キーワード： 英語教員養成　英語科教育実習　不安　言語教師認知
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１．研究開始当初の背景 
（１）言語教師認知研究 
 今日，英語教授法及び応用言語学の分野で
は，英語教師（正確には，広義の「言語教師」）
の認知（cognition）に焦点をあてた研究が脚
光を浴びている。教室で用いられる教授法や
指導テクニックなどの客観的に観察・評価が
可能な教師の行為よりも，客観的に観察・評
価がしにくい個々の教師の認知（思考，信
念・信条，意思決定）を研究対象とした方が，
教師の学び（teacher learning）や教師の成
長（teacher development）の認知的変容プ
ロセスの解明に直結する示唆的事項が入手
しやすいからである。 
たとえば，教師の信念・信条（以下、ビリ

ーフ）の形成過程を調査した研究によって，
教師としての教育観・授業観の形成には，生
徒として過去に授業を受けた経験が大きく
関与しており，教員養成課程に入る前の段階
ですでに確固たるビリーフが形成されてい
ることが明らかになった。この研究成果から，
教員養成課程で行われるべきトレーニング
は，特定の指導法・教授法の模倣や反復練習
などではなく，各々のビリーフの可視化と可
視化されたビリーフの適切な修正・訂正を促
す指導及び支援が必要であると認識される
ようになった。英語教員養成プログラムで近
年注目を集めているリフレクション（内省，
振り返り）を重視した認知活動，授業実践の
分析に探求型アプローチを援用したアクシ
ョン・リサーチが，教師の学びと成長に有効
であることが支持されている所以である。 
 教師の認知の解明は，教師の授業実践を理
解する上で一見遠回りのようにみえるが，そ
うではない。筆者は，過去の科研費研究（若
手研究（Ｂ））を通して，日本の大学に在籍
する英語教師志望学生の言語学習・指導に関
わるビリーフの構築・再構築に，職業的同一
性（professional identity）が深く関与して
いることを明らかにした。教育実習中に言語
教師（ language instructor）から教育者
（educator）への変容がなされ，職業的同一
性の変容とともにビリーフの再構築が連動
して行われる可能性が示唆された。 
教師のビリーフの構築・再構築と職業的同

一性の変容プロセスの解明は，授業実践につ
いての様々な問題，たとえば指導法や授業ス
タイルなどが「なぜ」・「どのように」教師に
よって選択され，また実践されるのか（もし
くは実践されないのか），「なぜ」特定の指導
法にこだわり授業スタイルを変えることを
執拗に拒むのか等の問題を理解する上で極
めて重要な手がかりを与えてくれる。 
矢継ぎ早に施行される英語教育改革の中

で，よりコミュニカティブな授業実践への転
換が求められているが，教師の授業実践を変
えるためには，その前提として，まず教師の
認知を変える必要がある。言語教師認知研究
は，教員養成課程で求められるトレーニング
の在り方や現職教員を対象とする悉皆研修

などの在り方を検討する際の非常に有用な
視座と知見を提供していると考えられる。し
かし，教師の認知が注目を集める一方で，や
や軽視（場合によっては無視）されてきたも
のがある。教師の情緒性（emotionality）の
探求である。 
筆者は，先述の科研費研究において，社会

文化・教育的文脈に依存する様々な情緒的因
子が複雑に絡み合う形で職業的同一性の形
成と変容に深く関与していることを明らか
にした。教育実習中に観察された被験者の職
業的同一性の変容は，当然ながら認知面の変
化と捉えることができるが，この認知面の変
化には，数多くの情緒的因子が関わっていた。
特に，教師の不安・懸念（teacher anxiety）
という因子が，認知的な変容を方向付ける，
もしくは認知的な変容の「質」を決定づけて
いることが分かった。 
 
（２）教師の情緒性 
 英語教授法及び応用言語学の分野で現在
用いられている「言語教師認知」（language 
teacher cognition）という語は，サイモン・
ボーグ（Simon Borg）氏の論文や著書での使
用が発端となり諸分野で広く使用されるよ
うになった。本研究の成果を基に，筆者が執
筆編集を行った図書『言語教師認知の動向』
（開拓社）において詳細は論じたが，筆者は，
この「言語教師認知」という語が，研究者に
よる十分な議論を経ずに広まったことによ
って，教師の情緒性の問題が軽視，または無
視される状況を招いたと考えている。 
 教師の認知を探求すればするほど，多様な
情緒的因子の存在に気づかされる。また，情
緒的因子は，認知的因子と切り離すことがで
きないということを痛感させられる。先述の
科研費研究を終えて，情緒的因子である「不
安・懸念」に焦点をあて，認知的側面からで
はなく，情緒的側面から教師の学びを捉える
試みが必要であると考えた。それが本研究の
着想に至った経緯である。 
本研究を開始した当初，英語教授法と応用

言語学の分野では，教師の情緒性に着眼した
研究は希少であった。「英語教師になること
に関与する不安・懸念」という研究テーマに
いたっては，主に英語圏の大学院に在籍する
院生や現職英語教師を対象にした研究事例
がいくつか存在した程度で，大学に在籍する
学部生を対象にした研究事例は極めて少な
かった。さらに，日本を含むアジア諸国の大
学生を対象にした研究事例は皆無に等しい
状況であった。本研究は，以上のような学術
的背景を考慮した上で計画・実施された。 
 
２．研究の目的 
 本研究の主たる目的は，英語教師になるこ
とに付随する不安・懸念の実体・実態並びに
教育実習体験との関連性（実習時における不
安・懸念の形成・変容プロセス）を明らかに
することである。具体的な研究目的は次のよ



うに纏めることができる。 
 
（a）英語教員養成課程を履修している日本

人大学生２名の英語教師になることに
関わる不安・懸念（anxiety）の実体を明
らかにする。 

（b）英語教員養成課程を履修している日本
人大学生２名の英語教師になることに
関わる不安・懸念の形成過程を記述分析
する。 

（c）英語教員養成課程を履修している日本人
大学生２名の英語教師になることに関
わる不安・懸念の形成過程と教育実習体
験との関連性を解明する。 

 
３．研究の方法 
 本研究では，定量分析・量的アプローチで
はなく，帰納的分析・質的アプローチを採用
した。前掲の研究目的を達成するため，深層
インタビュー（in-depth interview）を複数
回実施し，得られた質的データに対してグラ
ウ ン デッド ・ セオリ ー ・アプ ロ ー チ
（Grounded Theory Approach: GTA）を援用
したデータ分析を行った。また，創出された
データ分析結果の信頼性と信憑性の向上を
図るため，学部生の被験者については，個別
インタビューに加えて被験者 2名と研究代表
者 1名を含むグループ・ディスカッション（集
団インタビュー）を研究期間に複数回実施し，
被験者とともにデータ解釈・分析結果の正確
さを確認・検討した（member checking）。
このグループ・ディスカッションでの研究者
の位置づけは，参加観察者（participant 
observer）である。 
 
（１）被験者 
 被験者は，熊本の公立大学に在籍する学部
生 2 名（男女各 1 名）である。本研究では，
定量分析に用いられる確率抽出法や無作為
抽出法ではなく，有意抽出法を採用し被験者
の選定を行った。選定の基準は，卒業後英語
科教員になることを強く志望しているか否
か，また 4 年次に教員採用試験を受ける計画
があるか否かである。 
選定した被験者 2名から収集した質的デー

タを主要データとして位置づけ，GTA による
定性分析の過程において実施される理論的
サンプリングは，現職教員 2 名（男女各 1 名）
と大学院生 2 名（男女各 1 名）を対象に実施
した。理論的サンプリングとは，主な研究対
象である現象（本研究では不安・懸念の実体
と実習中の形成プロセス）を説明しうるデー
タに基づいた理論（grounded theory）の構
築を効率化するために，主要データに不足し
ている，または主要データの分析結果に基づ
いて必要と判断しうる情報を補足データと
して収集し，理論的に比較検討する作業であ
る。 
 
 

（２）GTA によるデータ分析手法 
本研究で入手した質的データは GTA の定

性分析手順に従って，すべてのデータを切片
化 し ， 切 片 化 し た デ ー タ ご と に 特 性
（property），次元（dimension），コード
（label）を抽出し，それらを纏める形でカテ
ゴリー（category）を創出する作業を行った。
その後，カテゴリー関連図の作成に着手し，
理論的サンプリングを通して入手した補足
データや主要データのコード等を比較・参照
し，研究対象である現象が説明可能となる理
論の構築を行った。なお GTA によるデータ
分析は研究期間中継続的に行われており，各
種のデータ収集（補足データも含む）と並行
して実施された。 
 
４．研究成果 
 被験者個別のデータ分析（Single-Case 
Analysis ）及び被験者間のデータ比較
（Across-Case Analysis）を基に，「英語教師
になることに関わる不安・懸念」を３つのテ
ーマ（emerging theme）に集約する。「授業
実践の方法」，「英語教師の英語力」，「他者の
視線」である。以下，それぞれのテーマに付
随するトピック（「文法指導の方法」，「自我・
自己同一性（ identity）」，「自己効力感
（self-efficacy）」等）に適宜言及し，主な研
究結果を記述する。 
 
（１）授業実践の方法 
 授業実践の方法に関わる不安は，教育実習
時にほとんど解消されておらず，実習後も懸
念材料となっていた。具体的に挙げられた不
安材料は，板書の仕方のような具体的な教師
の行為に関わるものから勤務校の規模や校
風，学校特有の文化に関わるものまで多種多
様であった。勤務校の規模や校風は，生徒指
導の方法に関連する懸念材料とも密接に関
わっており，被験者間で共通して，「生徒指
導が適切に行えないと教科指導が成り立た
ない」というビリーフが観察された。そのビ
リーフがあるがゆえに，学校の校風や文化が
懸念材料となっていた。 
 被験者の 1 人は，実習時に学習障害を持つ
生徒の指導に携わっており，その経験がきっ
かけで特別な支援が必要な生徒に対する授
業実践の方法に興味・関心を抱き始めた。換
言すれば，教室にいる生徒を集団として指導
する際に，生徒個別のニーズにどのように応
えればよいのかという現実的な課題への興
味・関心である。「興味・関心」という言葉
からも分かるように，「授業実践の方法」に
関わる不安は，明らかに不安ではあるものの，
その程度は低く，またどちらかといえば教育
現場で教職経験を積む中で積極的に解決し
ていきたいというポジティブな感情を伴っ
ていた。教育実習時に問題意識が芽生えたこ
とで，教師になってからぜひ探求していきた
いという，「教師になる」という意志を後押
しする不安（facilitative anxiety）であると



解釈できる。 
 実習中に解消されなかったもう一つの不
安として「文法指導の方法」が挙げられる。
先述の「教師になる」という意志を後押しす
る不安と異なり，この懸念材料は「教師にな
る」という意志を弱め，時に英語教師になる
ことを断念することをも考えさせるような
負の影響力をもっていた（ debilitative 
anxiety）。背景には，今日の高等学校におい
て既に施行されている「英語で英語の授業を
行うことを基本とする」政策の存在がある。
英語でコミュニカティブな授業を行うこと
ができるのか，自身の英語力で対応可能なの
か，さらに入試等のニーズ（生徒及び保護者
の期待を含む）にどのように応えていけばよ
いのか等，我が国で進められている英語教育
改革に起因するとみられる懸念材料が観察
された。これらの懸念材料の中核にあるのが，
「文法指導の方法」である。 
 被験者が過去に生徒として受けてきた英
語科授業は，文法用語を多用した訳読中心の
授業だった。被験者は，訳読中心の授業をそ
のまま英語で行うことは不可能であると認
識してはいるが，「文法用語を使わずに英語
で文法を指導する」具体的なノウハウがイメ
ージできずにいた。これは，教育実習中に具
体的な事例に触れる機会がなかった，あるい
は関連する指導が適切に行われなかったこ
とを示唆している。 
被験者は，大学の教科教育の授業を通して，

コミュニカティブな授業の在り方（CLT: 
Communicative Language Teaching の原理
や特徴），英語で行う文法指導（特に帰納的
な文法指導）の手法を学んでいた。理論的な
知識（theoretical knowledge）はある程度習
得していたと判断できる。しかし，教育実習
の場において，実践的な知識（practical 
knowledge）に触れる機会がなかったため，
「理論と実践のギャップ」が原因とみられる
懸念材料を抱くに至った。文法指導を英語で
行うこと，または英語でコミュニカティブな
授業を実践することに対する不安は，後述す
る「英語教師の英語力」と相互に関係してい
た。「英語教師としての自分自身」のイメー
ジに負の影響を与えかねない因子であり，被
験者の「自我・自己同一性」（ここでは職業
的同一性）の形成にも悪影響を与えかねない。 
 
（２）英語教師の英語力 
 被験者は「英語教師に求められる英語力」
を各種の筆記試験で測定されるようなもの
（言語知識）ではなく，技能として実際に運
用できる力であると認識していた。また，そ
の運用能力は，日常生活において意思疎通で
きる（英会話できる，英語で簡単なメールの
やりとりができる等）技能ではなく，英語で
行う授業の中で教師に求められる「特別な技
能」として捉えられていた。「英語で英語の
授業を行うことを基本とする」政策やコミュ
ニカティブな英語科授業が強く意識されて

おり，「特別な技能」の一例として被験者が
挙げたのは「言い換え（paraphrasing）」の
技能である。 
生徒が理解できない表現や語彙を，「短時

間かつ即興で分かりやすい英語に適切に言
い換える」技能は，被験者によれば，実用英
語検定試験や TOEIC などの標準テストでは
測られていないという。被験者は 2 名とも実
用英語検定試験準 1 級を取得していたが，授
業中に生徒の理解を手助けするために，その
場で，また短時間で適切な言い換えができる
という自信はないと述べている。 
加えて，英語教師は「生徒が英語で表現し

たいこと（適切な語彙や表現等）をすべて知
っているべき」という考えをもっており，被
験者が抱く「理想的な英語教師の英語力」は
非常に高いレベルであった。「英語教師の英
語力」は「特別な技能」を含むものであると
いう認識と教育実習時に直面した「理論と実
践のギャップ」によって，被験者の英語教師
としての自己効力感（self-efficacy）が低下し
ていた。自己効力感とは，将来のある状況に
おいて，必要な行動をうまく遂行できるかと
いう可能性に関するビリーフである。被験者
が，英語で英語の授業を適切に行えるように
するためには，英語で「言い換える」技能等
のトレーニングを実施し，また文脈から乖離
する形で過度に高められた「英語教師の英語
力」のイメージを適切化する必要があろう。 
自己効力感に関連して，被験者 1 名につい

ては，「海外への留学・渡航経験」が欠けて
いたことに起因する不安が観察された。海外
への留学・渡航というと，語学力に関係があ
るように思われるが，本研究では，「海外へ
の留学・渡航経験」は「英語教師の英語力」
に直接関与する因子ではなく，次に記述する
「他者の視線」との結びつきが強かった。 
英語力に関する不安にはもう一つ特筆す

べきことがある。被験者は，英語を運用する
時，場面・状況（友人との日常会話，実習校
での授業，大学の英語の授業など）によって，
感じる不安の程度が異なるという。この「不
安」は，被験者が英語を使用する時に感じる
「自信」の程度とも解釈できる。コミュニケ
ーションする相手がネイティブか否か，日本
人か否か（日本人の場合，英語力が高い人物
か否か），自分が話題となっているジャンル
やテーマに精通しているか否か，さらに授業
場面となると，その教室に帰国子女がいるか
否か，他教員（英語科）がいるか否か等によ
って感じる不安に質的な違いがあった。 
傾向として，自身の英語力よりも高い運用

能力をもった他者が同じ空間に存在する場
合，自分が使用する英語の正確さ（語彙選択，
文法，音声等の適切さ）が過度に意識され，
積極的に英語を使えない心理状態になる。
「間違いを指摘される恐れ」を感じ，自分の
英語に対する自信が低下する。「正確さに対
する過敏さ」や「間違いを指摘される恐れ」
は，被験者が生徒として英語科の授業を受け



てきた中で，流暢さよりも正確さが重視され，
英語使用上の誤りが忌むべきものとして扱
われていたことが一因となっていた。英語教
師が「間違いを指摘される恐れ」を抱き「正
確さ」を過度に意識している状態では，「流
暢さ」を重視したコミュニカティブな授業の
実践は不可能ではなくとも，極めて困難であ
るといえよう。 
  
（３）他者の視線 
 教育実習の前後と比較して，被験者は他教
員，保護者，生徒といった第三者の目を意識
するようになっていた。職業的同一性にも関
わる変化だが，注目すべきは，被験者の 1 人
が，教育実習時の生徒指導及び教科指導上の
失敗経験が原因で，自分自身の「教育者」・「英
語教師」としての適性を懐疑的に見始めてい
た点である。教育実習時に生じる職業的同一
性（自分自身を「教師（または英語教師）」
としてどのように捉えるか）の変容は情緒的
に不安定な状態を引き起こす。逆に，失敗経
験がきっかけで不安定になった情緒が職業
的同一性の変容を引き起こすことも考えら
れる。当該被験者の場合，後者であり，授業
時の失敗を経験した後，指導教員や生徒が自
分をどのようにみているのか気になって仕
方がなく，常に不安を感じていた。実習後，
その不安は，「果たして自分自身は教師とし
てふさわしい人物なのか」，そして「教壇に
立つべきなのか」を考えたくなくても考えて
しまうという暗澹たる認知状態をつくり出
していた。 
 
 以上，学部生の被験者 2 名について主な研
究結果を記述した。データ分析の過程で抽出
された多種多様な不安・懸念の材料は，各被
験者によって不安に感じる程度は異なって
おり，その理由も様々であった。被験者 2 名
のうち 1 名（被験者 A）は，英語教師になる
ことに付随する最も深刻な懸念材料は「他者
の視線」であると認識しており，もう 1 名（被
験者 B）は「英語教師の英語力」であると述
べている。グループ・ディスカッション時に，
GTA による定性分析を通して創出されたカ
テゴリー及びサブ・カテゴリーの中から任意
に選定したものを被験者に提示し，被験者の
感覚でマッピングするよう指示した際，図１．
及び２．のような結果が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.被験者 A のマッピング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．被験者 B のマッピング 
 
最後に，理論的サンプリングの対象となっ

た現職教員並びに大学院生のデータについ
ては本報告書の中で言及していない。補足デ
ータの詳細は，研究成果として出版されてい
る研究論文と学術図書を参照されたい。 
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